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 今年も早くも、２月になりました。先日の日曜

日、２月３日は節分でした。節分の由来は、立春、

立夏、立秋、立冬のそれぞれの前日をいい、季節

の別れ目となる日のことです。 

 現在、行事として残っているのは立春の前日だ

けです。節分には、いわしの頭をひいらぎの枝に

刺して戸口や軒下に飾る風習が各地に伝わってい

ます。これは、平安朝の昔に節分の夜になると都

に鬼が出没し、女、子供を食べるので、鬼が臭い

を嫌うという「いわし」と、トゲが鬼の目を刺す

といわれるひいらぎを戸口に飾って、鬼よけにし

たことが元とされています。 

 毎日、中国製冷凍餃子による中毒事件が報道さ

れています。一刻も早く原因の究明がのぞまれま

す。この事件を考える時、日本の食糧自給率３９

パーセントという低さが背景にあることを考えな

ければなりません。以前、貿易黒字を減らすため

に農作物の自由化を行った結果がこのような事態

をまねいたと思わざるをえません。日本は、国策

として農業に力を入れ、食料自給率を英国並みに

７０パーセントまであげる政策を考えてほしいと

思います。また、国防もあわせて考えると日本は

アメリカの５１番目の州となるか、中国の属国に

なるかのどちらかを選らばなければならなくなる

かもしれません。皆様はいかにお考えですか？ 

■ 理 事 会 報 告               青島 彰君 
• クラブ会計中間報告があり理事会にて承認され

ました。     
• ２，３月度例会プログラムが承認されました。 
• 次年度クラブ組織案が次年度会長予定者より発

表され承認されました。    
• 「ＲＩ 意義ある業績賞」に奉仕プロジェクト委

員会担当の静岡産業大学での冠講座をエントリ

ーします。     

■ 幹 事 報 告                 青島 彰君 
• ２月１７日（日）開催のＩＭの集合時間は午後

１時３０分とします。会場は小杉苑です。  

駐車場が不足のため自家用車の利用は控えてく

ださい。     

• ガバナー事務所より日台ロータリー親善会議出

席の案内が届いています。   

• ガバナー事務所より識字率向上プログラムの問

い合わせがありました。当クラブでは該当しま

せん。      

• ロータリーの友委員会よりロータリー手帳販売

の案内が届いています。    

• 藤枝こどもと本をつなぐ会より会報が届いてい

ます。     

• 熊平雅人氏より「抜粋のつづり」が届いていま

す。     

• 米山記念奨学会より感謝状が届いています。（功

労者櫻井龍太君・功労クラブ１３回）  

• 国際大会への出席依頼とアンケートのお願いが

ガバナー事務所より届いています。 
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◎米山記念奨学会            

感謝状表彰 

櫻井 龍太君 

 

 
 
■ 出 席 報 告          鈴木 廣利君 

本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

26／39 66.67％ 27／38 71.05％ 

(１) 欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○大塚君 ○成瀬君 ○渡辺君 ○池ノ谷君 
○水野君 飯塚君 板倉君 落合君 鈴木舜君 

鈴木晶君 仲田晃君 村松徳君 望月志君  

■ スマイルＢＯＸ           松葉 義之君 
• 古希にて本日誕生日です。時々ボケがきています

のでお願いします。             望月 晃君 

• ありがとうございます。お陰様で何とかここまで

来ました。が、まだ７合目までは何年かあります。

無事頂上まで行けますように！！  鈴木 廣利君 

• いつのまにか５９才となってしまった。気持ちは

４０才です。 

家内は還暦です。共済組合から還暦祝いの案内が

きましたが還暦の言葉には抵抗がありそうです。 

青島 彰君 

• 家内の誕生祝いをありがとうございます。 

柳原 寿男君 

• 妻の誕生祝ありがとう！！      櫻井 龍太君 

• 結婚記念日祝きれいなお花をありがとうござい

ました。                        竹田 勲君 

• 早くも５０周年によくここまで。二人でこれから

も健康に注意していつまでもと思います。 

杉山 静一君 

■ 委 員 会 報 告                     
クラブ広報担当リーダー 石垣善康君 

『２００８年２月ロータリーの友概略』 

２月は世界理解月間です。 
１９０５年２月２３日、ポールハリス初め４名

がシカゴではじめて会合を開いたロータリー創

立記念日です。各クラブは国際理解と友情と平

和への献身を行わなくてはならない。世界理解

月間です。 
P1:  RI会長メッセージ 
    平和は暴力によって得る事はできない。

それは理解を通してのみ得る事が出来

る。 
P6～  世界のロータリアンの活動紹介 
P10～ 日本のロータリアンのアジアでの活動

報告 
P①    いのち輝いて 
    東京銀座新ロータリークラブ会員の談

話 
    市川団十郎―白血病 
    日野原重明―97歳 
    仕事―生きがいー命をテーマに 
P②     新見ロータリークラブ 
    解散の危機から再開―4 名～現在は 36

名に。 
P⑱  友愛の広場 特に面白かった。 
「表紙の写真」 

2008年―2009年は、環境をテーマにプロの
写真家による写真を掲載 
水の生物、陸の生物 
2009年―2010年は、テーマ、祭り 
締め切りは 2009年 4月です。一年間頑張って
ください。 

■国際奉仕担当 静岡産業大学留学生卓話 

国際奉仕委員会では、クラブ会員及び地域との国

際交流をはかることを目的に、静岡産業大学 情報学

部の留学生を対象とした「留学生のための会社見学

会」を実施しました。 

協力いただいた会員企業７社に４８名の留学生が参加

しました。参加した留学生の中国人、ベトナム、スリラン

カ、ネパール、ミャンマー、バングラデシュの国々の学
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生は、日本企業の会社経営や仕組みを学べた上、教

科書では知りえない現場見学までさせていただいたこ

とに、大変感激していました。 

今回のこの事業は、地元でできる最大効果の地域

貢献、国際交流だと思っております。アジアからの留

学生は欧米に学び、世界有数の先進国となっている

日本を学びにきています。彼らがやがて帰国したとき

に今回の会社見学で見聞きしたことを少しでも生かせ

てもらうことができれば光栄に思います。それがロータ

リアンの国際奉仕であるとも思います。理想・理念の高

い国際交流も大切ですが、地域で、身近でできる国際

交流こそが最大の奉仕であり、また会員の積極性にも

つながり、やがては、地域への活性化にもつながると

思います。 

 会社見学会の概要と参加した留学生を代表して 3名

の学生の感想をご紹介します。 

【会社見学会 概要】 

日時 企業名 内容 
見学

者数

10/4（木） 

13：30～ 

㈱ＮＴＴ 

西日本静岡 

藤枝営業所 

【電話事業】 

従来の電話サービス

から光ブロードバン

ドサービスまで工

事・メンテナンス事業

などを紹介 

6 名 

10/10(水) 

10：00～ 

㈱ロジテム

ツムラ 

【ロジスティクス業】

医薬品を中心とした

総合ロジスティクス

企業での取り組みや、

流通システムの紹介

と現場見学 

11 名

10/11(木) 

10：00～ 

㈱ツムラ 

静岡工場 

【製造業】 

医療用漢方製剤の工

場見学 

8 名 

10/16(火) 

10：00～ 

中部電力㈱ 

藤枝営業所 

【電気事業】 

原子力発電の紹介を

兼ねた仕事の紹介 

6 名 

10/17(水) 

10：00～ 
㈱石垣印刷 

【印刷業】 

印刷に関する企画・立

案・制作 等の紹介 

4 名 

10/23(火) 

10：00～ 
志太建材㈱ 

【建設業】 

日本の塗り壁と現場

見学 

8 名 

10/24(水) 

10：00～ 

㈱藤枝江﨑

新聞店 

㈲藤枝オリ

コミピーア

ール 

【小売業 新聞販売】

新聞宅配システムの

紹介及び活動状況に

ついて 

広告オリコミの見学 

5 名 

 

 

（発表者） 

1. 情報デザイン学科 3 年 譚 静 (ﾀﾝ ｾｲ)  中国 

2. 情報デザイン学科 2 年 バンダラ ホリピティヤ 

  スリランカ 

3. 国際情報学科 2 年 陳 武陽（ﾁﾝ ﾌﾞﾖｳ） 中国 

 
 
 
 譚 静 様 
（タン セイ） 
 

 

 

  こんにちは。静岡産業大学情報学部デザイン学科

３年の譚静です。よろしくお願いいたします。 

  去年の１０月、私は学校の国際センターから会社見

学会の資料をいただき、いくつかの会社の中から最

も興味をもった２つの会社を選択しました。ただ興味

だけではなく、参加した要因のもう一つは日本企業

の会社経営の仕組み等を勉強したかったからです。

今後、私達も日本の企業に就職するかもしれないの

で、日本企業について深く理解すべきだと思ってい

ました。 

  今回、私が見学に行ったのは「志太建材株式会

社」と「ツムラ静岡工場」の二つです。２社しか参加し

なかったのですが、感想はかなり多かったです。 

  まず、「志太建材」会社へ行ったときに会社の方は

壁を塗る材料の一種「炭壁」を紹介してくださいまし

た。その「炭壁」は消臭でき、健康に良い材料だと言

われました。そのような壁が塗っている部屋に入った

ことがないので、そのときは疑っていました。でもそ

の後、私が日本人の友達の家へ遊びに行ったこき

のことです。家の隅に炭が置いてあり、友達のおば

あちゃんは「これは良い物だ。湿気が吸えるし、空気

が綺麗になるよ。」と教えてくれました。なるほど！日

本人は普段の生活の中に炭を使っているんだ。だ

から会社は「炭壁」を発明したのかもしれない。そこ

までよく考えているんだなぁ～と思いました。 

  「ツムラ静岡工場」へ行ったとき、気付いたことがあ
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りました。それは薬の臭いがしないこと。私は漢方薬

に興味がありますが、薬の臭いはとても苦手です。

実は私は以前、中国の薬を作る工場へ見学に行っ

たことがあります。１０年くらい前のことですが、今で

もまだ当時の薬の臭いを覚えています。臭かった

～！ 

  私は、工場見学へ行く前は薬の臭さを想像して緊

張していました。私は工場に入ってすぐ臭いをかぎ

ました。何か違う。そこには薬の臭いはなく、代わり

に花のような良い香りがしていました。そのお陰で、

私の緊張はすぐに消えました。 

  他の参加者はどんな感想があったのでしょう？私に

は分かりませんが、私が感動したのは、日本企業の

人に対する細かな配慮でした。会社の利益のことだ

けではなく、自分のいるこの空間や身のまわりのこと

をよく考えていると感じました。小さなことかもしれま

せんが、とても大事で素晴らしいことだと思っていま

す。中国企業にはそうした気遣いはまだありません

が、これから日本企業に負けずに頑張っていけると

信じています。 

  今回の会社見学をとおしてとても良い経験ができ、

教科書より良い勉強になりました。本当にありがとう

ございました。 

 
 

バンダラ  
ホリピティヤ 様 

 
 
 

自己紹介：静岡産業大学情報学部２年生のホリピテ

ィヤです。スリランカから来ました。現在、静岡産業

大学でデザインやプログラミング等を学んでいま

す。 

 感想：私は２００７年１０月４日のＮＴＴ西日本藤枝営

業所と１０月１６日の中部電力藤枝営業所へ見学に

行きました。そこで私は今まで知らなかったことをた

くさん勉強できました。また、それぞれの会社の中ま

で見学できました。 

ＮＴＴ西日本藤枝営業所ではＮＴＴの歴史等の

説明をしていただきました。まだ発展途上の国であ

る母国には無い日本の最新通信技術である光ファ

イバーのことを説明していただき、その時に使用す

るケーブル等も実際に見せていただきました。そこ

で私が驚いたのは、ＡＤＳＬの場合、ケーブルをいく

つか使って送信する情報より、たくさんの情報量が

髪の毛一本ぐらいの線のひとつで、より素早く送っ

たり受け取ったりできることでした。 

 そして、１０月１６日の中部電力藤枝営業所の見学に

ついてですが、ここでもたくさん勉強になりました。 

  母国スリランカはまだ水力発電と火力発電しかない

ですが、日本は原子力発電をしている国として新し

いことばかりです。原子力発電の場合は発電の仕方、

日本の中でも雪が多い北海道と静岡等のように暖

かいところでは、送電線が違うこと等も勉強になりま

した。世界で日本は停電が少ない国と言われていま

す。私は、停電を少なくするために電力会社はどん

な風に頑張っているのか考えもしませんでした。スイ

ッチを入れると電機がつきますが、その後ろにある

大きな動きは中部電力の見学会で分かりました。そ

れに、火を使わなくても料理できる電気調理器具の

使い方や安全性等も丁寧に教えていただきました。 

  遠い国スリランカから日本に留学したのはコンピュ

ータのことを学ぶためですが、静岡産業大学に入学

したことと皆様のお陰で大学の勉強以外のこともたく

さん学ぶことができました。そうした色々なチャンスを

私達に与えていただいたことに感謝しています。あり

がとうございました。 

 
 

陳 武陽 様 
（チン ブヨウ） 
 
 
 
   私は、静岡産業大学情報学部国際情報学科２年

の陳武陽と申します。中国湖南省出身です。 

  私は、昨年の１０月１０日の株式会社ロジテムツムラ
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様の会社見学会に参加させていただきました。この

見学会に参加させていただいて、私は、「物流」の

意味をはじめて理解することができました。大学の

授業でも「物流」という言葉が良く出てきます。私は

「物流」という文字から「物流」のことを物の流れ、物

を運輸することだと思っていました。今回の会社見

学会での説明を聞いて、私はようやく、「物流」とは

「物を運ぶ運輸事業だけではなく、物を作る側から

消費者への商品の供給までの管理が物流の本当の

意味である」と理解することができました。 

  「物流」には商品の包装、保管、荷役、配送などの

流通加工における物流情報が多く含まれています。

現代社会においては企業の市場に対する反応速度

は出来るだけ早くなければなりません。現在のビジ

ネスは“商品を大量生産し、消費を待つのではなく、

無駄な在庫を減らし、市場が必要としているものを

見つけ出し、商品を消費者により早く届ける”ことが

現代ビジネスの特徴であり、市場競争のキーポイン

トであると思います。そして、この競争を勝ち抜くた

めには「物流」が発達しなければならないと思ってい

ます。 

「物流」が発達すれば、企業はより効率的な経営

ができ、社会においてもムダを減らし、限りある資源

を効率的に利用することができます。このことからも

物流産業の発展は、社会に大きく貢献するものであ

ると期待しています。 

また、中国では物流業は先進国に比べ日本に立

ち遅れている。産業として中国の物流業はまだスタ

ートした段階にある。その一方で物流サービスに対

する期待は高まっている。したがって、日本企業に

とって中国物流市場でのチャンスは間違いなく拡大

していると思う。中国物流産業は、先進国企業との

提携も含め、ますます発展しながら経済のグローバ

ル化に対応し中国経済の発展にも貢献していくこと

も期待しております。 

今回の会社見学会に参加して、大学の勉強だけ

では得られない企業現場での体験ができました。こ

のことは、留学生の私にとって日本の企業現場を経

験できる貴重なチャンスでした。今回のこの貴重な

体験を今後の留学生活にいかしていきたいと思っ

ています。 

最後に、今回、私達にこのような貴重な体験をす

るチャンスを与えていただいた関係者の皆様に心

から感謝いたします。 

本当にありがとうございました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当／北村） 


